
２０１４年度 年主題〈あふれる愛-これからもともに-〉

0･1･2歳児９月主題 「きかせて、なあに？」 3･4･5歳児９月主題 「きもちがいいね」
月のねがい 月のねがい

◎保育者や友だちと共に体を動かす喜びを感じる ◎友だちと共に居ることを喜び、体を動かすことを楽しむ

◎自分の思いを伝え合う ◎季節の移り変わりを感じ、身近な自然とふれあう

◎季節の移り変わりを感じ、身近な自然と出会う ◎試行錯誤し、工夫することを楽しむ

９月の献立 青文字は保育園のみのメニューです。午前おやつメニューは０．１．２歳分です。

日 曜 内 容 午前おやつ 午後おやつ

１ 月 白ご飯、五目うどん、キンピラごぼう、オレンジ 牛乳、ゆで卵 麦茶、たこ焼きボール

２ 火 牛乳、白ご飯、鮭フライ、せんキャベツ、青菜スープ、バナナ 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ スキム、棒アイス

３ 水 三色ご飯、きゅうりとわかめの酢の物、すまし汁、りんご 牛乳、メロンパン ヤクルト、ｽﾅｯｸ菓子

４ 木 牛乳、白ご飯、味付けのり、焼き魚、浅漬け、みそ汁、ミニカップゼリー 牛乳、りんご 麦茶、ﾌﾙｰﾂﾖｰｸﾞﾙﾄ

５ 金 牛乳、白ご飯、鶏のレモン煮、野菜サラダ、みそ汁、ぶどう 牛乳、せんべい スキム、さつまボーロ

６ 土 白ご飯、煮魚、塩昆布和え、みそ汁、りんご 牛乳、卵ボーロ 麦茶、スナック菓子

８ 月 牛乳、食パン、きのこスパゲティ、枝豆、コンソメスープ、フルーツ缶 牛乳、チーズ 麦茶、おにぎり

９ 火 牛乳、白ご飯、カジキの照り焼き、ゴマ和え、みそ汁、オレンジ 牛乳、ビスケット スキム、ホットケーキ

１０ 水 ～～ お弁当の日 ～～ 牛乳、パイ菓子 麦茶、スナック菓子

１１ 木 牛乳、白ご飯、ししゃもの天ぷら、せんキャベツ、みそ汁、ゼリー 牛乳、オレンジ 麦茶、落花生

１２ 金 牛乳、カレーライス、フレンチサラダ、バナナ 牛乳、せんべい スキム、カステラ

１３ 土 白ご飯、魚の味噌煮、納豆和え、すまし汁、オレンジ 牛乳、いりこ 麦茶、スナック菓子

１６ 火 牛乳、わかめご飯、魚のムニエル、あっさりﾎﾟﾃﾄｻﾗﾀﾞ、みそ汁、りんご 牛乳、ビスケット スキム、かっぱ焼

１７ 水 白ご飯、ハンバーグのあんかけ、野菜スープ、バナナ 牛乳、ウエハース ヤクルト、ｽﾃｨｯｸﾊﾟﾝ

１８ 木 牛乳、白ご飯、魚の甘酢煮、れんこんサラダ、みそ汁、プリン 牛乳、りんご スキム、ﾌﾙｰﾂﾎﾟﾝﾁ

１９ 金 牛乳、白ご飯、豚肉と根菜の炒め煮、みそ汁、梨 牛乳、ソーセージ 麦茶、焼きそば

２０ 土 白ご飯、食べるいりこ、ニラ玉、すまし汁、オレンジ 牛乳、卵ボーロ 麦茶、スナック菓子

２２ 月 牛乳、食パン、生姜焼き、豆サラダ、野菜スープ、りんご 牛乳、ビスケット 麦茶、じゃこごはん

２４ 水 白ご飯、魚の揚げおろし煮、おかか和え、みそ汁、パイン缶 牛乳、枝豆 麦茶、オレンジ

２５ 木 牛乳、しそご飯、焼き魚、春雨の酢の物、みそ汁、バナナ 牛乳、せんべい スキム、ｸﾗｯｶｰｻﾝﾄﾞ

２６ 金 牛乳、白ご飯、ウインナーソテー、みそサラダ、すまし汁、ゼリー 牛乳、バナナ スキム、ﾊﾞﾅｯﾂｹｰｷ

２７ 土 白ご飯、魚のホイル焼き、みそ汁、オレンジ 牛乳、ﾐﾆｶｯﾌﾟｾﾞﾘｰ 麦茶、スナック菓子

２９ 月 牛乳、食パン、コロッケ、せんキャベツ、きのこスープ、バナナ 牛乳、野菜ｽﾃｨｯｸ 麦茶、ふかし芋

３０ 火 牛乳、白ご飯、筑前煮、スパサラ、りんご 牛乳、卵ボーロ スキム、黒糖くずもち

都合によりメニューが変わる場合があります。ご了承下さい。※０．１．２歳は月曜日も白ご飯です。

８月２２日は父母の会主催
の夕涼み会でした。役員の方
々を中心に多くのご協力を
頂き、無事に終えることが出
来ました。ありがとうござい
ました。
今年は有志のお父さん方

と”おやぢ劇団”も楽しむことができて、また一つこど
も園の宝が増えてとても嬉しかったです。
お父さん方にはお仕事の後に集まって、稽古を重ね

ていただきました。「子どもたちにはどんなセリフがが
うけるかな？」とか、「やっぱり、種子弁も入れる？」
などと、工夫しながら仕上げていきました。翌日、子ど
もたちが登園してきたときには、早くも、お父さんたち
の出し物の話で持ちきり！！
見た後も、｢わたしたち、カチンコチンなの !!｣とセリフ
の言い回しをまねする子もいました。
また、おはじまりの時も、｢バナナうんちだった人・・・？｣
｢は～い !｣という風に、子どもたちにとっても”バナナ
うんち”が浸透していったようでした。何より、お父さん
たちが、お子さんたちと
｢今日のうんちは、モコモコうんちかな？｣
｢野菜が少なかったかな？コロコロうんちかな？｣

などと、互いに排便や食生活に関心を持つきっかけに
してもらえたら本当にありがたいことです。

副園長

９月の行事予定

1 日(月) 二学期始園日（午前保育）

4 日(木) 誕生会(8･9 月生まれ)

10 日(水) 牛見学（年長児）

13 日(土) おすもう大会

30 日(火) いもほり

１０月の行事予定

8 日(水) 運動会予行

11 日(土) 第 57 回大運動会

12 日(日) 市民体育祭

14 日(火) 振替休日

22 日(水) 秋の遠足

動
の
二
学
期

パ
ワ
フ
ル
に
楽
し
も
う
！

酷
暑
の
続
い
た
八
月
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

ぞ
れ
に
ご
家
族
で
楽
し
い
時
間
を
満
喫
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
も
大
き
な
災
害
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
十
日
未

明
に
起
き
た
広
島
の
大
規
模
土
砂
災
害
は
、
現
在
七
十
名
を
超
す

犠
牲
者
を
出
す
甚
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
と
は
言

え
、
ま
た
も
多
く
の
幼
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
悲
し
く
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
犠
牲
者
の
皆
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
予
定
の「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」の
行
方
も
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
う
や
く
本
市
で

も
、
本
年
度
の「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。
六
月
に
行
わ
れ
た
市
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
デ
ー
タ

を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
か
、
ま
た
そ
の
必
要
量
は
ど
れ
ぐ

ら
い
必
要
な
の
か
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
受

け
入
れ
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
一
時
預
か
り
や
病
後
児
保
育
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
と
子

育
て
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
学
園
の
二
園
は
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど

も
園
で
す
の
で
、
新
し
い
制
度
で
は
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
持

つ
、
一
つ
の
施
設
と
し
て
の
認
定
こ
ど
も
園
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
は
、

一
号
（
教
育
標
準
時
間
の
み
利
用
）
、
二
号
（
三
歳
以
上
の
保
育
利

用
）
、
三
号
（
三
歳
未
満
の
保
育
利
用
）の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受
け
、

所
得
に
応
じ
た
利
用
料
（
保
育
料
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
区
分

に
関
わ
ら
ず
、
三
歳
か
ら
は
等
し
く
幼
児
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
学
園
が
新
制
度
を
機
に
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も
の
育

ち
を
第
一
に
た
く
さ
ん
の
体
験
を
担
保
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
共

に
楽
し
み
、
内
外
の
様
々
な
活
動
や
交
流
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
気
に
な
る
利
用
料
や
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
な
ど
、
未
確
定

な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
明
ら
か
に
な
り
次
第
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
。

保
護
者
の
方
々
に
は
夕
涼
み
会
・
お
や
ぢ
劇
場
と
、
多
く
の
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
学
期
は
運
動
会
を
は
じ
め
た
く
さ

ん
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ど
の
行
事
に
も
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
活
動
を
楽
し
め
る

よ
う
様
に
励
ま
し
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳

し
い
毎
日
で
す
が
、
朝
夕
は
何
と
な
く
秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
も
出
て
く
る
頃
で
す
。
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
・
朝
ウ
ン
チ
で
、
親
子
共
々
元
気
で
い
き
ま
し
ょ
う
。「
タ

イ
ケ
ン
・
タ
ン
ケ
ン
・
タ
イ
ヘ
ン
」
で
豊
か
な
成
長
を
祈
り
つ
つ
、
二
学
期

も
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

園

長

今月の聖句 「あなたの隣人をあなたじしんのように愛せよ。」
マタイ１９：１９

西之表港へ通じる海岸通りに、いじめ問題撲滅について、古田 愛さん提唱の標
語が掲示されています。「考えよう 相手の気持ち 自分の言葉」。素晴らしい着想
だと思います。この標語、９月のキリストさまのお言葉に通じるところがあります。「愛する」
とは「大切にする」ことです。互いに「わたしも神の子、あなたも神の子」という考えでお付
き合いすれば、争いや差別、いじめなど起きません。残念なことに、人類の歴史は紛争
と争いが絶えたことがありません。現在、シリア・イラク・ガザ・ウクライナで血が流されていま
す。犠牲者の大部分は非戦闘員や女子どもです。心が痛みます。あなたの隣人は必
ずしも友好関係にない場合があります。そんな場合、キリストさまはこうも教えました。「あ
なたの敵を愛し、自分を迫害する人のために祈りなさい。」マタイ福音書５：４４
また、「平和を創り出す人は幸い。その人は神の子と呼ばれる。」同５：９
平和を願わない人はいないでしょう。そのためには、平和の実現には、まず、私たちが

神様から平安をいただくことです。ご一同に平安がありますように。
前理事長 池田公榮


